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I.  製品説明 
本品は Staphylococcus Protein A の Z ドメイン (抗
体 Fc 結合ドメイン) の多量体として大腸菌に発現さ

せたタンパク質に由来し、ウェスタンブロットにおいて

検体に用いられる標識抗体で直接検出が可能です。 
 
II.  保存 
－20℃ 
 
III.  濃度 
30 ng / μl 
 
IV.  形状 

137 mM NaCl 
8.1 mM Na2HPO4 

2.68 mM KCl 
1.47 mM KH2PO4 

2 % SDS 
10 % Glycerol 

0.01 % Bromo Phenol Blue 
 
V.  使用方法 
・ 通常 1 レーンあたり 10 μl でご使用ください。 
・ 還元、加熱の処理は必要ありません。そのままタ

ンパク質泳動用ゲルにアプライしてご使用下さい。 
・ 本品を－20℃から室温に戻した際に SDS が析出

する場合があります。析出した場合は 37℃で保温

後、穏やかに撹拌し、完全に溶解させたのちご使

用下さい。 
・ 還元剤を添加したサンプルを泳動される場合は、

本品をアプライしたレーンの両隣は避けて、1 レー

ン以上離してサンプルのアプライを行って下さい。

（還元剤の影響で本品の泳動パターンが乱れる場

合があります） 
 
 

 
VI.  フラグメントサイズ対応表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●泳動条件: 
12.5 % SDS-PAGE 
Western Blotting 
一次抗体: マウス抗 p53 抗体 (×1/1,000) 
二次抗体: HRP 標識ヤギ抗マウス抗体 (×1/3,000) 
発光基質: ImmunpStar® Zeta (和光純薬) 
検出: X 線フィルム (Fuji Film) 
露光: 9 秒 
1 レーン当たり 10 μl 電気泳動した場合 
 
VII.  備考 
・ 本品はマスマーカーとしては使用できません。 
・ 使用する抗体の動物種やサブクラスの違い、およ

び染色条件の違いにより染色性が異なることがあ

ります。 
・ 本品は琉球大学熱帯生物圏研究センターと(株)ジ

ェクタス・イノベーターズによって共同開発されまし

た。 
 

フラグメント 
分子量 

（kDa） 

1 100 
2 93 
3 87 
4 79 
5 73 
6 66 
7 58 
8 50 
9 44.7 
10 43.1 
11 38.9 
12 36.5 
13 30.0 
14 28.5 
15 27.1 
16 25.3 

本品は、試薬（試験研究用）として販売しているものです。 

医薬品の用途には使用しないでください。 


